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われてきた。その中で，Horwitz（1985）は，De Garcia et al.（1976）が作成した語学教師向けのビリー
フ調査票をもとにして新たにビリーフの調査票を作成し，さらに学習者向けにも調査票（BALLI 
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表 1　 世界各地の日本語教師のビリーフの回答合計値平均と「正確さ志向」の度合い
（久保田 2006: 94–95）
地域 回答者数 回答合計値平均 「正確さ志向」
南アジア  21 79.61 高
中近東・アフリカ  10 78.22 高
東南アジア 135 75.33 高
東欧・ロシア  54 74.86 高
東アジア 102 70.04 中
西欧  10 68.80 中
中南米  24 68.35 中
大洋州  43 65.68 低
















































細田他（1994） オーストラリア 大洋州 51 大学 1年生
細田他（1994） 日本（大学生）3 ― 46 大学 3年生
水田他（1995） オーストラリア 大洋州 65 大学 1年生
水田他（1995） 台湾 （東アジア）4 46 大学 1年生
宮岸（2000） スリランカ 南アジア 186 12年生・13年生（高校に相当）
岡崎・堀（2000） 韓国 東アジア 73 大学 1年生
尹（2001） 中国 東アジア 89 大学 1，2，3年生
服部（2002） 台湾 （東アジア） 785 大学生非日文系 1年生，日文系
1，4年生
片桐（2005） フィリピン 東南アジア 156 大学生初級～中級
高﨑（2006） フィリピン 東南アジア 388 大学初級日本語学習者
和田（2007） スリランカ 南アジア 86 大学 2，3年生
阿部（2009） スペイン 西欧 98 大学の日本語学習者（レベルは
様々）
嶽肩他（2009） 日本（新人教師）6 ― 10
嶽肩他（2009） 日本（経験教師）7 ― 10
横山（2010） ベトナム 東南アジア 107 大学 3，4年生
阿部（2013） スペイン 西欧 244 語学学校・大学の日本語学習者
（レベルは様々）
高﨑（2014） メキシコ 中南米 243 語学学校・大学の日本語学習者
（レベルは様々）















宮岸（2000） スリランカ 南アジア 高 1.88
横山（2010） ベトナム 東南アジア 高 1.92
高﨑（2006） フィリピン 東南アジア 高 1.93
和田（2007） スリランカ 南アジア 高 1.93
片桐（2005） フィリピン 東南アジア 高 1.96
②
水田他（1995） オーストラリア 大洋州 低 2.28
高﨑（2014） メキシコ 中南米 中 2.48
細田他（1994） オーストラリア 大洋州 低 2.55
阿部（2009） スペイン 西欧 中 2.59
嶽肩他（2009） 日本（経験教師） ― ― 2.60
水田他（1995） 台湾 （東アジア） （中） 2.72
阿部（2013） スペイン 西欧 中 2.82
③
服部（2002） 台湾 （東アジア） （中） 3.00
嶽肩他（2009） 日本（新人教師） ― ― 3.00
尹（2001） 中国 東アジア 中 3.05
岡崎・堀（2000）韓国 東アジア 中 3.48
細田他（1994） 日本（大学生） ― ― 3.67
　今回分析を行っている各研究では，1～ 5の 5段階でビリーフに賛成か反対かを回答してもらっ





8 台湾（服部 2002）と日本（新人教師）（嶽肩・坪根・小澤 2009）の文法学習に対するビリーフの回答平均値は 3.00
だが，ここでは便宜的に表の③に入れることとする。





























































宮岸（2000） スリランカ 南アジア 高 1.76
和田（2007） スリランカ 南アジア 高 1.80
高﨑（2006） フィリピン 東南アジア 高 1.90
岡崎・堀（2000） 韓国 東アジア 中 1.92
片桐（2005） フィリピン 東南アジア 高 2.03
②
高﨑（2014） メキシコ 中南米 中 2.30
水田他（1995） 台湾 （東アジア） （中） 2.33
服部（2002） 台湾 （東アジア） （中） 2.46
横山（2010） ベトナム 東南アジア 高 2.64
嶽肩他（2009） 日本（経験教師） ― ― 2.70
細田他（1994） オーストラリア 大洋州 低 2.71
阿部（2013） スペイン 西欧 中 2.76
水田他（1995） オーストラリア 大洋州 低 2.83
阿部（2009） スペイン 西欧 中 2.85
尹（2001） 中国 東アジア 中 2.87
③
細田他（1994） 日本（大学生） ― ― 3.43
嶽肩他（2009） 日本（新人教師） ― ― 3.50























の差の絶対値によって，五つのグループに分けられる。図 1中 Aは，回答平均値 2以下 9，差の
絶対値 0.3以下で，両ビリーフへの賛成の度合いが強い地域である。南アジア（スリランカ），
東南アジア（フィリピン）が含まれる。久保田（2006）による教師の「正確さ志向」が高い地域







9 フィリピン（片桐 2005）の語彙学習に対するビリーフの回答平均値は 2.03だが，ここでは便宜的に Aのグ
ループに入れることとする。
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Beliefs about Grammar and Vocabulary Learning from Surveys of Japanese 
Learners Abroad: A Comparison with Non-native Japanese Teachers, 
Japanese University Students, and Native Japanese Teachers
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Nagoya University of Foreign Studies / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
This study compares the results of previous researches on beliefs about grammar and vocabulary 
learning, which were obtained from surveys of Japanese learners abroad, and analyses the regional 
learner belief characteristics. These results were also compared to the beliefs of non-native Japanese 
teachers, Japanese university students, and native Japanese teachers.
  The following characteristics were identified. Learners in South Asia and Southeast Asia 
strongly agree with the belief that grammar and vocabulary learning are important to language 
learning. However, those in Western Europe and Oceania weakly agree with this belief. These 
tendencies are in accordance with non-native teachers’ beliefs in these areas. Learners in Central 
and South America, and some in Southeast Asia, East Asia, and Oceania moderately agree with 
the abovementioned belief; this tendency is different from the non-native teachers’ beliefs in 
these areas. These results were then compared with beliefs of Japanese university students and 
native Japanese teachers. Japanese university students and Japanese teachers with little teaching 
experience were found to disagree with learners’ beliefs. On the other, beliefs of Japanese teachers 
with long term teaching experiences were found to have similar tendency with learners’ beliefs.
  The results of this study should be used to develop syllabi and learning materials for teaching 
Japanese grammar and vocabulary.
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